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つけが困難であることに起因した障害と考えられま
す。
　これらの点について、客観的な検査法がほとんど
存在しないのが現状ですが、もし何らかの客観的な
評価法を開発することができれば、その場の症状だ
けでは見分けることが難しい障害、たとえば若年発
症の統合失調症などとの鑑別診断の助けになり、そ
の人の障害に合わせた適切な支援が可能になると考
えられます。
時間順序判断とは
　私たちが、実際に用いている課題の一つは「時間
順序判断」という課題です。時間順序判断とは、２
つの感覚刺激の順序を判断させる課題ですが、私た
ちの実験では、被験者の左右の手の指先に連続した
触覚刺激を与えて、どちらが先に刺激されたのか、
あるいは後に刺激されたのか、ということをボタン
押しで判断してもらいます（図１）。触覚刺激は、
微弱な振動で、２つの刺激の時間差は1500ミリ秒
（1.5秒）から10ミリ秒（0.01秒）と短いものです。
刺激は左右の手に２か所だけですから、脳の時間情
報処理を調べる上で最もシンプルな課題です。図２
は、定型発達者の応答の一例です。グラフの横軸は
２つの触覚刺激の時間差（ミリ秒）で、マイナスの
値は左手が先に刺激された場合です。一方、縦軸は
「右手が先に刺激されたと被験者が判断した確率」
です。もし完全に正解した場合には、グラフの中央
で縦軸の値が０から１へジャンプするような応答に
なります。腕をまっすぐ前にだした状態で答えても
らった時の応答（黒い線と四角）は、かなり正確で、
刺激時間差が100ミリ秒に至るまでほぼ正解できて
います。一方、腕を交差してもらった時（赤い線と
丸）には、まったく異なる結果で、刺激時間差が
300ミリ秒あたりでは判断が逆転
する傾向になります。刺激時間差
が１秒を越えると、判断はほぼ元

　研究所研究員に着任する前は、順天堂大学医学部
（北澤研究室）にて、脳の時間情報処理について、
被験者を対象にした心理実験やマウス・ラットを用
いた基礎実験を行っておりました。近年の脳科学の
進歩とともに、一見、関係なさそうな時間情報処理
の基礎研究と自閉症を結ぶ線が見えてきたこともあ
って、順天堂在籍中から基礎研究の成果をなんとか
活かせないか思案しておりました。そして、その線
を究めるために、平成21年７月より研究所・神作研
究室研究員として着任させていただくことになりま
した。基礎研究の成果を障害をお持ちの方の自立支
援に活かしていくことを視野に入れた研究をしてい
きたいと考えております。
　現在、私たちは、自閉症者の認知特性を客観的に
評価する取り組みを実施しております。未だ不明な
ことが多い自閉症の器質的・機能的変化を突き止め
ていくことは、客観的な診断を可能とし、支援の強
力な足がかりになると考えています。
自閉症の背景にある脳の変化
　対人関係など社会性の障害とされる自閉症ですが、
少しずつ神経基盤が明らかになりつつあります。神
経画像法を用いた過去の研究によると、自閉症者の
脳には、領域内には過剰な神経線維がある半面、領
域間を結ぶ長い神経線維は相対的に少ない傾向にあ
るとされています。過剰な神経線維は時間情報処理
を狂わせる恐れがある半面、領域間を結ぶ神経線維
が少ないと、情報の結びつけの困難になる可能性が
あります。感覚情報は脳のさまざまな場所に分かれ
て処理されているからです。自閉症者は「微細な運
動が苦手である」、「物事を全体的にとらえるのが苦
手である」といわれていて、確かに話は合います。
自閉症児で見られる「逆さバイバイ」、あるいは心
の理論の獲得遅延などは、自己と他者の位置関係に
ついて認知の偏りが生じていることが原因であると
考えられます。これも広い意味でいえば情報の結び
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われている可能性が示唆されましたので、より広い
範囲の被験者を対象に調査を進めていきたいと考え
ております。並行して、課題実行中の脳活動の変化
を明らかにするため、fMRIなどの非侵襲脳活動計
測法を用いて検討を重ねています。この実験を通じ
て、時間情報処理に関連した領域や自閉症者におけ
る特異的な脳活動について明らかにしていきたいと
考えております。
　もちろん、今回の研究が、ただちに自閉症者の客
観診断を実現するものとはいえませんが、それに向
けた手掛かりを追及していくことで、障害特性を客
観化し障害の脳内基盤を明らかにすることを目指し
ております。個々の方で、発達の過程で生じる問
題・時期を予測できるようになれば、障害のリハビ
リテーションに向けた有効な足がかりになるのでは
ないかと考え、研究を進めております。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

に戻るため、単なる左右の手の取
り違えではありません。この結果
から、順序の判断は、触覚刺激の
空間的な位置づけをしたのちに行

われていることがわかりました。もし、皮膚上の位
置だけで判断をしているのならば、このような現象
は起こらないはずだからです。以上の結果は、私自
身が関わった研究を含む国内外の先行研究とも一致
していて、ほとんどの被験者で再現される傾向です。
触覚の時間順序判断を使うと、時間情報処理だけで
なく、触覚刺激の順序と空間上の位置のような複数
の情報の結びつけも評価することができるのです。
自閉症スペクトラム者の時間順序判断
　現在進めている研究では、この時間順序判断課題
を自閉症の方に行っていただき、その応答を評価し
ています。自立支援局・秩父学園の高木園長から紹
介いただいた自閉症スペクトラム児のうち、課題を
理解し最後まで課題を行っていただけた方を対象に、
腕非交差と腕交差時のそれぞれで、時間順序判断の
応答を解析しています。
　現在、実験の追加と解析の途上にありますが、腕
をまっすぐ前に出してもらった時の応答は、定型発
達者と大きく変わるところはありませんでした。一
方、腕を交差した状態で回答してもらった時の応答
は、まったく異なるものになりました。定型発達者
では刺激時間差が300ミリ秒あたりから判断の逆転
傾向が生じたのに対し、自閉症スペクトラム児では、
腕交差をした状態であっても、判断の逆転が生じに
くい傾向にありました。自閉症スペクトラム者で時
間と空間の認知が定型発達者とは異なるやり方で行 図１　実験の様子

図２　定型発達者の一例
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解を深めるための貴重な機会となっています。今回
は言語聴覚学科２年高橋さんと視覚障害学科２年及
川さんの実習報告を御紹介します。

情報を共有しあうことで、その子の全体像が見えて
くるのだということを、実際の現場で学ぶことがで
きました。
　また実習のなかで、私は構音障害をもつお子さん
の指導を担当させていただきました。指導が終わる
たびに自分の至らない点がたくさん見えてきて「本
当にこの子の役に立てているのだろうか…」と思っ
たこともありましたが、反省と改善を繰り返すなか
で、自分が考えた教材をお子さんが楽しんで取り組
んでくれたり、お子さんの発音が少しずつ上手にな
っていく様子が見えたりしたときは、本当に嬉しか
ったです。
　冒頭に書いたようにSTが働く施設は様々ありま
すが、今回の実習を通して私は、STとして子ども
たちの発達を支援していく仕事がしたいという気持
ちが以前より大きくなりました。こうして将来への
イメージがより明確になったことも、実習で得た大
きな成果だったと思います。

　当学院では、カリキュラムの一環として病院や福
祉施設などにおいて実習を行っています。実習期間
や実習内容は学科や学年により異なりますが、現場
の空気を肌で感じ、自分の目指す職業についての理

言語聴覚学科２年　高橋　幸那
　言語聴覚学科では、２年生になると夏と秋に約30
日ずつの実習を行います。実習先は病院、療育セン
ター、難聴児通園施設など人によって様々ですが、
そのなかで私は、横浜市の地域療育センターで夏の
実習を行ってきました。療育センターは主にことば
や聞こえ、運動、コミュニケーションの発達に遅れ
や心配があるお子さんを対象に、指導・訓練を通し
てその発達を支援していく施設です。もちろん相談
等を通してお子さんだけでなくそのご家族の支援も
行います。
　私がお世話になった療育センターでは言語聴覚士
（以下ST）のほかに、医師、理学療法士、作業療法
士、臨床心理士、ソーシャルワーカー等の各スタッ
フが働いていました。実習中に強く感じたことの一
つはその連携の濃さと大切さです。たとえばSTと
理学療法士が協力して嚥下の指導や相談を行ったり、
STと臨床心理士が互いの検査結果や臨床での印象
を参考にしながら子どもの発達を捉えていたり。一
人の子どもについてそれぞれの専門職が持っている
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さんの状況や、訓練の雰囲気を感じるところから始
まりました。実習期間中は、歩行、パソコン、日常
生活（調理）、点字の各訓練を、訓練担当の職員さ
んから指導をいただきながら、訓練を担当しました。
指導を行っていく中で、一つの項目を理解し覚えて
もらうという場面でも、少しでも深く理解してもら
うためには様々な方法でアプローチすることの大切
さを学び、まだまだ自分に不足している部分である
と痛切に感じました。短い期間ではありましたが、
継続して訓練に関わり、自分が指導担当させていた
だいた部分を、利用者さんが理解してくれることで、
一歩ずつステップを踏んでいくという過程を間近で
見て、訓練に関わっていくことのやりがいを感じま
した。
　３か月の実習を通して、職員さんから指導してい
ただいたこと、利用者さんと関わった中で感じたこ
とを大切にし、今後も勉強に励んでいきたいと思い
ます。

視覚障害学科　２年　及川　紗央里
　私は、東京都新宿区河田町にある東京都視覚障害
者生活支援センターで、３か月間の実習をさせてい
ただきました。
　東京都視覚障害者生活支援センターは、障害者自
立支援法に基づき、自立訓練（機能訓練）、就労移
行支援（一般型）を行う施設です。私は、機能訓練
部門で実習をさせていただき、利用者さんの訓練の
見学や、訓練の指導を行いました。機能訓練部門は
定員が30名で、訓練の提供内容としては、白杖を使
っての歩行訓練、調理・裁縫等の日常生活動作訓練、
視覚障害者の文字である点字訓練、パソコン画面を
音声化するソフトを使ってのパソコン訓練、
DAISY（デジタル録音図書）を聞く機器や録音機
器の操作を訓練する情報機器訓練などがあります。
　入学してから１年間、学院で講義や演習を通して、
訓練をするための基礎となる部分を学んできました。
しかし、実際に視覚障害を持つ方と接する機会は多
くなく、実習の最初は訓練の見学を通して、利用者


